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イオン株式会社

イオン㈱９月度連結営業概況

１．連結営業収益の前期比伸び率

　　９月度の連結営業収益は、５，３１４億円、前期比１００．３％となりました。
   　※月次の数値は、連結財務諸表作成基準での月次決算を実施していないため、管理会計上の数値です。

２．月度トピックス

３．営業概況

４．主な連結各社の月次売上高（取扱高）前期比伸び率一覧
（単位：％）

2015年2月期

売上高 全店 既存店 全店 既存店

イオンリテール㈱　　 97.6 96.8 99.4 98.0
イオン北海道㈱ 100.5 99.5 100.9 100.0
イオン九州㈱　　 98.1 94.5 98.3 95.9
㈱ダイエー 91.8 92.8 94.4 96.5
マックスバリュ北海道㈱ 107.2 105.1 109.0 105.3
マックスバリュ東北㈱　　 99.3 98.4 101.4 98.4
マックスバリュ東海㈱　 102.2 98.1 102.5 100.2
マックスバリュ中部㈱ 106.5 97.4 106.8 98.6

102.4 97.7 102.0 98.2
マックスバリュ九州㈱　　 100.4 95.7 102.0 98.7
ミニストップ㈱ 　　　　　（注１） 94.0 96.4 94.8 95.9
㈱コックス　　 99.7 106.3 101.2 103.3
㈱ジーフット　　 100.9 92.7 106.3 97.6
㈱イオンファンタジー　　 82.4 83.4 93.1 92.1
㈱ＣＦＳコーポレーション 101.1 102.5 102.8 103.6

取扱高 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間

109.1          95.6            9/1～9/30 108.3          102.8          4/1～9/30

注１：ミニストップ㈱は、2013年11月度より既存店売上高前期比の計算方法を、ＰＯＳＡカードの売上を含んだ計算に変更しております。

＜ご参考＞
開閉店の状況

当期累計（3/1～9/30）
開店 閉店 開店 閉店 9月末店舗数

ＧＭＳ （総合スーパー） 0 1 9 8 609
Ｓ　Ｍ （スーパーマーケット） 8(2) 1(0) 52(16) 35(4) 1987(650)

※グランドオープン日を開店日としています。

※期末店舗数には、開閉店のほか、業態変更等の数を反映しています。

※(  )内は、持分法適用関連会社の実績です。

イオンの電子マネー「ＷＡＯＮ」の状況

当月末の累計発行枚数： 約４,４２０万枚　月間利用金額： 約１,４９０億円

利用可能箇所： 約１９２,０００箇所

地域貢献「ＷＡＯＮ」（寄付つき）：合計８６種類（のべ３９道府県、２９市町、２０団体)

※地域貢献「ＷＡＯＮ」の詳細については下記URLをご参照ください。

http://www.waon.net/special/region/index.html

2014年10月20日

取締役兼代表執行役社長 　岡田 　元也
　　（コード番号８２６７        東証第一部）

問合せ先 秘書室責任者 　髙橋 　丈晴

 イオンフィナンシャルサービス㈱

9月度（9/1～9/30）

（電話番号　043-212-6042）

　９月１日、イオンリテール株式会社が運営する葬祭事業を分社し、新会社「イオンライフ株式会社」が事業を開始しました。総合金
融事業やサービス・専門店事業等グループの総合力を活用した多様でクオリティの高いサービスをお客さまに提供することにより、
現在約５万１千名の会員数を２０２０年までに２０万名へと拡大し、２０１６年までに葬儀受注件数で国内Ｎｏ.１を目指します。

　９月１５日、マレーシアにおいてジャヤ・ジャスコストアーズ株式会社（現イオンマレーシア）が発足してから３０周年を迎えました。
当社は２０１２年１１月、フランスのカルフール社より同社のマレーシア事業（現イオンビッグマレーシア）を買収し、イオンマレーシア
との合計売上高で同国第２位の小売企業グループとなりました。イオンビッグマレーシアは、イオンマレーシアのノウハウの導入や
シナジーによる経営効率改善を着実に進めており、本年５月度から９月度まで５ヶ月連続で単月営業利益黒字を達成する等、業績
は堅調に推移しています。

　９月２４日、当社は株式会社ダイエーを完全子会社とするための株式交換を行うことを決定し、株式交換契約を締結しました（効
力発生日２０１５年１月１日予定）。これを受けて当社とダイエーは持続的な成長に向け、一体となった構造改革を推進します。当社
とダイエーの有する店舗について全体最適の視点から再編を図るとともに、「イオンライフスタイルストア」「イオンＧ.Ｇストア」「イオン
フードスタイルストア」の３つのコンセプトのもと、ＧＭＳ業態の改革を進めます。ダイエーは強みである「首都圏・京阪神エリア」「食
品」の事業領域に集中し、上記「イオンフードスタイルストア」や「都市型ＳＭ」の確立を図り、国内Ｎｏ.１の「総合食品小売業」を目指
します。今後、両社一体となったスケールメリットやシナジーを活用し、１０月より共同セールを連続で開催する等、お客さまの豊か
な暮らしの実現に寄与してまいります。

　９月度は、敬老の日に対応したギフト商品や秋の行楽に向けた関連商材の品揃え及び売場展開を強化しました。小売事業では、
前年同月より日曜日が１日少ない曜日周りとなり、既存店売上高前期比が影響を受けましたが、前年より気温の低い日が続いたこ
とで秋冬物の需要が高まり、衣料品が堅調に推移しました。また、「Ｇ.Ｇ感謝デー」の３日間開催や「火曜市」「お客さま感謝デー」に
おける販売を強化し、期間中の売上高が好調に推移しました。
　総合金融事業では、ディベロッパー事業との共同販促企画において、カードの即時発行を実施し新規会員数を増加したほか、
カードショッピング取扱高が伸長しました。また、ドラッグ・ファーマシー事業においては、食品や調剤が大きく売上を伸ばし好調に推
移しました。サービス・専門店事業では、秋物の品揃え及び売場づくりを徹底した衣料品専門店を中心に売上を伸長しました。

9月度（9/1～9/30） 当期累計（3/1～9/30）

マックスバリュ西日本㈱


